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20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 合計

男性 250 250 250 250 250 250 1500

女性 250 250 250 250 250 250 1500

合計 500 500 500 500 500 500 3000

Ⅰ．調査概要 

１．調査目的 

 都民の日常の消費生活における意識や行動、消費者事故や契約トラブルの経験等について調査し、その結

果を今後の施策展開の基礎資料として活用する。 

 

２．調査方法 

インターネットアンケート 

 

３．調査期間 

 2015年 12月 4日（金）～12月 8日（火） 

 

４．調査対象者 

都内に在住する 20歳以上の男女 

 

５．回収人数および割付 

 回収件数：3,000人。割付は下記の通り。 

 

 

 

 

 

６．設問の形式 

 調査の設問の形式は以下の通り。 

単数回答：選択肢の中から、最も当てはまる選択肢を１つのみ回答する設問 

  複数回答：選択肢の中から、当てはまる選択肢をいくつでも回答できる設問 

  自由回答：自由回答欄を設け、自由に意見・回答を書き込んでもらう設問 

 

７．分析の視点 

 調査は、主に下記の軸で分析を行った。 

  性別  ：男性、女性 

  年代  ：20代、30代、40代、50代、60代、70代以上 

  性年代 ：男性 20代、男性 30代、男性 40代、男性 50代、男性 60代、男性 70代以上 

女性 20代、女性 30代、女性 40代、女性 50代、女性 60代、女性 70代以上 
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８．集計結果の注意点 

報告書作成にあたり、比率を出す際には小数点第 2位以下の数値は四捨五入を行っている。そのため、回

答比率を合計した値において 0.1ポイントの誤差が生じている可能性がある。 

 

９．ｎ＝３０未満の集計軸の扱いについて  

 グラフや表に表記している「ｎ＝○○」（○○は数字）は、対象の分母を表す。 

集計軸で nが 30未満のものは、数が少なく参考値のため、コメント内では言及していない。 

 

 

 


